


• “Essays on Women’s Participation in Decision-Making” 
• マスメディアとジェンダー格差: 歴史データを紐解き、占領期の日本で、婦人向けラジオ番組がどれだけ女

性をエンパワーメントしたか、を定量的に分析。

• スウェーデンの60年代～80年代のジェンダー平等政策が、世代を通じて社会にどのような影響を与えたかの長期的検証。
• 日本の企業さんとの共同研究にも参画させていただいております。
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なぜ数字が上がったり下がったりするのか、まずは指標としてのクセを理解することが重要。





• 教育の男女差

• 職業の男女差 同じ水準の教育を受けていても、男女でつく職業が違う

• 就職先企業の男女差 同じ職業でも男性の方が女性より高年収の企業で働いている傾向

• 職階（昇進）の男女差 同じ企業・同じ職業でも、男性の方が昇進昇格しやすい傾向
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• 「説明できる差」は必ずしも差別の結果ではない

• 賃金格差に表れない差別を見落としがち
• 例）女子学生という理由で、医学部入試で減点され不合格。医者の夢は諦め弁護士になって今はバリバリ稼いでいる。
• 例）前職A社のの上司は「女性なんだからそんなに頑張らなくていいんだよ」といって、昇進させてくれなかった。B

社に転職してから、とんとん拍子に出世。
• 例）「父親だろ、子供が生まれたら、もっと働けよ」と言う上司。育休は一切取れず、働きづめ。同期の女性よりは

多く稼いでいるが…。
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- 同じスキルを持ち同等な仕事をする男女が平等であることへの目
配せは引き続き肝要

- ジェンダーギャップを数値化し定点観測を続けていくことは、日
本の知的資本への投資









= 貪欲な職業ほど男女賃金格差は大きくなる



Bertrand, Marianne, Claudia Goldin, and Lawrence F. Katz. 2010. "Dynamics of 
the Gender Gap for Young Professionals in the Financial and Corporate 
Sectors." American Economic Journal: Applied Economics, 2 (3): 228-55.

板挟みの中で、子育てを機に貪欲な仕事の
一線からおりる女性は男性に比べて多い。
→男女賃金差は生涯を通じて拡大していく





出典:OECD Family Databaseに基づき奥山作成.。データ年は各国で手に入る最新年。





• 米国の薬剤師や獣医の例（Goldin 2014）

• 生活保護申請システムのデジタル化（スウェーデンの地方自治体、写真）

• カリフォルニア州の研修医(Wasserman 2023)



ノーベル賞受賞記念講演中のゴールディン先生（2023年12月11日至ストックホルム・経済博物館）写真: 奥山撮影。







出典:NHK放送文化研究所「日本人の意識」調査1973年～2018年結果に基づき奥山作成
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スウェーデン日刊紙 Dagens Nyheter「今年の経済学賞は "女性の地位 "がテーマではない」

“Den tidigare ekonomipristagaren Richard Thaler skrev i en kommentar 
på måndagen, ganska typiskt för en del manliga ekonomer, att Claudia 
Goldin ”verkligen har hjälpt oss förstå hur arbetsmarknaden för kvinnor 
fungerar”.

Det är faktiskt inte sant. Forskningen om ekonomisk jämställdhet handlar 
naturligtvis även om hur männens arbetsmarknad fungerar. Egentligen 
om hur hela den moderna ekonomin har vuxit fram.

Om man förmår att se det hela i ett ännu lite vidare perspektiv har Goldins
forskning hjälpt till att förstå en av de allra djupaste och mest dramatiska 
samhällsförändringarna vi har sett de senaste hundra åren.

Inte ”kvinnors villkor”. Människans framsteg, snarare“.
（抄訳）
過去に経済学賞を受賞しているリチャード・セイラ―氏は、月曜日の論評で、

一部の男性経済学者にしては珍しく、クラウディア・ゴールディンは「女性の
労働市場がどのように機能しているかを理解するのに大いに役立った」と書
いている。

しかしそれは違う。男女の経済的平等に関する研究は、もちろん、男性の労
働市場がどのように機能するかについての研究でもある。実際、現代経済全
体がどのように発展してきたかということなのだ。

さらに広い視野に立つと、ゴールディンの研究は、過去100年間に私たちが

目にした最も深遠で劇的な社会変化のひとつを理解するのに役立っている。
単に「女性の地位向上」にとどまらない。むしろ「人類の進歩」といえるだろう。
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